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　  平成 29年 9月臨時議会
　　　・9月 21 日～9月 29 日（9日間）

　　　・決算の認定など　26議案を審議

　　　・全て全会一致で可決
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　　　平成28年度決算

〇　平成 28年度十島村一般会計歳入歳出決算の認定について
〇　平成 28年度十島村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について　
〇　平成 28年度十島村船舶交通特別会計歳入歳出決算の認定について
〇　平成 28年度十島村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
〇　平成 28年度十島村介護サービス特別会計歳入歳出決算の認定について
〇　平成 28年度十島村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について
〇　平成 28年度十島村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

　　　平成29年度補正予算

〇　一般会計　補正第 2号  　+22,701 千円　→　補正後 4,153,086 千円
〇　一般会計　補正第３号　  +14,868 千円　→　補正後 4,167,954 千円
〇　国保特会　補正第 1号　　+3,982 千円　→　補正後     121,133 千円
〇　介護特会　補正第 1号　　+2,250 千円　→　補正後　   90,152 千円
〇　簡水特会　補正第２号　　+3,557 千円　→　補正後　   65,604 千円

　　　条例の一部改正

〇　十島村役場出張所設置条例の一部改正
　　　　下記の内容の一部改正を可決しました。
　　　　・新施設が整備されたことによる小宝島出張所の位置（住所）の改正
　　　　・他の条例にならい平島出張所と諏訪之瀬島出張所の表示順番の改正

〇　十島村産業振興資金条例の一部改正
　　　　・条例の題名「産業振興資金」を「産業振興等資金」に改正　　　・対象事業等の内容の改正
　　　　　ガソリンスタンド及び共同販売店の整備に要する資金を本条例の貸付対象事業として追加する改正となります。

〇　十島村農業用施設の設置及び管理に関する条例の一部改正
　　　　・新整備ほ場の追加　　　・廃止ほ場の除外
　　　　　口之島・悪石島に整備されたヒサカキほ場を農業用施設に加え、宝島のヒサカキほ場の廃止に伴い、同施設を本条例から
                  除くよう改正するものです。

〇　十島村非常勤職員退職報奨金支給条例の一部改正
　　　　・簡易郵便局長の退職報奨金を支給できるように改正                  ・各島出張員 ( 現出張所長 ) の退職報奨金について除外
　　　　・「各校給食調理員」の名称を「学校給食調理員」に改正
　　　　　名称を正しいものに改正し、簡易郵便局の整備に伴う簡易郵便局長の退職報奨金を支給できるように改正するものです。 
                 また、現出張所長は、鹿児島県市町村総合事務組合の退職手当を支給することとしているため、重複部分を本条から除くよ
                 う改正するものです。

十島村議会　平成 29年 9月臨時議会　議決結果
26案件を審議　全て全会一致で原案のとおり可決しました。

９月２１日（木）～９月２９日（金）(９日間 )

・村長提出議案　２６件

・原案可決　　２６件

・平成 28 年度決算の認定について（７件）   ・指定管理者指定について（２件）

・平成 29 年度補正予算について（５件）　   ・契約の締結（３件）　・専決承認（1件）

・条例の制定、一部改正（７件）　　　　　・十島村人権擁護委員候補者の推薦について（1件）

開 催 期 間

審議した案件

可決・採決状況

可決した主な議案

★決算の概要については、
　５ページ

★決算審査特別委員会については、
　６ページ～７ページ
　　　　　　　　をご覧ください。

★一般会計補正予算（2号）に
ついては、８ページをご覧下さい。

▲小宝島港施工中の様子

▲悪石島ヒサカキほ場の様子

▲小宝島出張所 ( 防災活動拠点施設 )

〇　十島村山海留学生寮の設置及び管理に関する条例の一部改正
　　　　・口之島寮の追加
　　　　　十島村山海留学制度による児童生徒の受け入れ施設として、新たに「口之島寮」を追加するものです。

〇　十島村介護予防拠点施設の設置及び管理に関する条例の一部改正
　　　　・悪石島と小宝島の介護予防生活支援施設の追加
　　　　　悪石島・小宝島多世代交流施設内に介護予防生活支援施設が整備されることに伴い、施設に加えるものです。

〇　十島村子育て支援施設の設置及び管理に関する条例の制定
　　　　・子育て支援施設の設置・管理に関する事項
　　　　　悪石島・小宝島多世代交流施設内に子育て支援施設が整備されることに伴い、既存の施設を含め、子育て支援施設の設置
　　　　及び管理に関する必要な事項を定めるものです。

　　  専決処分

〇　29災 6号中之島南廻線道路災害復旧工事請負契約の締結
　　　　　本工事区間は集落と灯台、通信施設等の国重要施設をつなぐ重要路線であり、各施設を維持、管理するうえで早期の復旧
　　　　を図る必要があることから専決処分するものです。
　　　　契約目的：29 災 6号中之島南廻線道路災害復旧工事　契約金額：総額 59,456,636 円
    　　　契約相手：葉月工業株式会社（平成 29 年 7月 20 日付、契約締結）
　　　　工事内容：法面保護工　1,703 ㎡　土工　1,300 ㎥

　　   契約の締結

〇　小宝島港改修工事請負変更契約の締結
　　　　契約目的：小宝島港改修工事の請負変更契約
　　　　変更契約金額：6,784,000 円増額の総額 182,500,000 円
　　　　契約相手：竹山建設株式会社　代表取締役 　竹山　眞一郎　（平成 29 年 8月 31 日付、仮契約締結）
　　　　変更内容：数量の変更、鋼製型枠を 24 ㎡増し 734 ㎡、伸縮目地工を 3㎡増し
　　　　　　　　　128 ㎡、コンクリート打設工を 84 ㎥増し 2,101 ㎥を行うこととし、事業の促進を図るものです。

〇　特定離島ふるさとおこし推進事業　防舷材等整備工事請負変更契約の締結
　　　　契約目的：特定離島ふるさとおこし推進事業　防舷材等整備工事の請負変更契約
　　　　変更契約金額：6,076,000 円増額の総額 55,000,000 円
　　　　契約相手：竹山建設株式会社　代表取締役　竹山　眞一郎（平成 29 年 8月 25 日付、仮契約締結）
　　　　工事内容：防舷材工（防舷材 18 基→20 基に変更）、係船柱工（3基）、梯子工（1基）

〇　小宝島港泊地（-5.5ｍ）浚渫工事請負契約の締結
　　　　契約目的：小宝島港泊地（-5.5ｍ）浚渫工事　　　　契約金額：総額 145,114,740 円
　　　　契約相手：吉留建設株式会社　代表取締役　岩崎　敏郎（平成 29 年 9月 14 日付、仮契約締結）
　　　　工事内容：浚渫面積　1,243 ㎡　浚渫土量　9,519 ㎥

　　　指定管理者の指定

〇　悪石島ヒサカキほ場の指定管理者の指定
　　　　指定管理者となる団体の名称：悪石島枝物生産組合　組合長　有川　和則
　　　　指定の期間：平成 29 年 10 月 1日　～　平成 30 年 3月 31 日

〇　宝島鮮魚加工センターの指定管理者の指定
　　　　指定管理者となる団体の名称：一般社団法人　宝島　代表　竹内　功
　　　　指定の期間：平成 29 年 10 月 1日　～　平成 34 年 3月 31 日

　　　人事案件

〇　人権擁護委員候補者の推薦
　　　　平成 29 年 12 月 31 日をもって任期満了となる人権擁護委員の候補者の推薦について議会へ諮問されました。候補者について
　　　は、村議会議員や十島村消防団等を歴任され、平成 23 年から十島村人権擁護委員をされており、候補者として申し分ない旨、
　　　答申しました。
　　　　候補者　　山木　保　氏（S28.11.5 生）　鹿児島郡十島村大字諏訪之瀬島 84 番地
　　　　人権に関する主な行事等　・12 月 4日～ 9日　人権週間　・12 月 10 日　世界人権デー

※平成 29 年 9月議会は台風の影響により、
　定例会が流会し、臨時会となりました。



平成２8年度　決算の概要
平成28年度の決算は、先に開催された9月議会で承認されました。
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　　地域振興推進　悪・観光客受入向上事業

　　地域振興推進　中・アイランドスパ整備事業

　　特定離島（定住促進住宅）

　　単独住宅建設費

　　離島活性化（支障木伐採）

　　補助道路整備事業（繰越分）

　　補助道路整備事業

　　特定離島（道路環境整備）

　　特定離島（港湾施設整備）

　　港湾改修事業（繰越）

　　港湾改修事業

　　港整備交付金（港湾改修業）（繰越）

　　地方創生港整備推進（港湾改修事業）

　　離島活性化（避難施設整備）

　　離島活性化（山海留学生事業）

　　諏訪之瀬島・小宝島小中学校校長室等整備事業

　　へき地寄宿舎建設費

　　補助林道災害復旧事業（繰越）計

　　補助林道災害復旧事業

　　補助道路災害復旧事業

　　補助道路災害復旧事業（繰越）

平成28年度実施の主な事業の決算額
（事業費1千万円以上を記載）

　　各種団体補助費（街灯施設・ﾃﾚﾋﾞ共聴施設）

　　ブロードバンド施設管理費　

　　十島村情報セキュリティ強化対策事業

　　参議院議員通常選挙

　　地籍調査事業

　　介護事業所運営事業

　　地域子育て支援拠点整備事業

　　児童手当支給事業

　　定住促進対策事業

　　特定離島（ごみ処理施設）

　　就業者育成事業

　　青年就農給付金事業

　　特定離島（農道整備）

　　地方創生加速化（農林産物産地化事業）

　　生産施設整備補助（畜産）

　　特定離島（牧道整備）

　　特定離島（畜産振興施設整備）油圧ショベル等

　　特定離島（畜産振興施設整備）口・繁殖分娩牛舎

　　補助林道事業

　　県単林道事業

　　特定離島（定住促進対策）飲食物海上輸送費支援事業

　　地域振興推進　平・あかひげ温泉エコスパ化事業

（単位：千円）
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25,920

20,000

113,374

29,555

16,000

35,956

500,500

687,500

217,500

328,600

43,189

11,544

23,641

52,061

28,391

22,532

280,177

20,642

総
務
費　
　
　
　
　

                         

民
生
費　

        　
　
　

      

衛
生
費　

 

農
林
水
産
業
費                                                                                                               

商
工
費

 

土
木
費　
　
　

              　
　
　
　
　

       　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

消
防
費　

 

教
育
費 　
　
　
　
　
　

  

災
害
復
旧
費

問　

公
共
工
事
等
の
工
期
完
了
遅
れ
や
年
度

繰
越
が
近
年
特
に
増
え
て
い
る
。
年
度
繰

越
の
可
否
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
基
準
で

判
断
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

村
長　

公
共
事
業
等
の
完
了
が
遅
れ
る
こ
と

に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
遅
れ
る
と
認
識

し
、
予
算
の
早
期
執
行
・
完
成
を
庁
内
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

地
方
公
共
団
体
の
経
費
に
お
い
て
、
会

計
年
度
独
立
の
原
則
に
よ
り
、
そ
の
年
度

に
お
け
る
経
費
は
そ
の
年
度
の
歳
入
を
充

て
る
こ
と
で
執
り
行
わ
れ
る
。
明
許
繰
越

に
つ
い
て
は
、
繰
越
可
能
・
不
可
能
の
明

確
な
判
断
基
準
は
な
い
。

問　

6
月
に
中
之
島
で
発
生
し
た
空
き
家
火

災
を
受
け
、
各
消
防
団
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
指
示
が
行
わ
れ
た
か
。
併
せ
て
、
住

民
に
対
し
て
火
災
予
防
に
対
す
る
啓
発
が

行
わ
れ
た
か
伺
う
。

村
長　

今
回
の
火
災
発
生
に
伴
い
、
各
消
防

分
団
に
地
域
の
消
防
力
の
現
状
を
把
握
さ

せ
、
有
事
の
際
は
即
活
動
で
き
る
よ
う
な

体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
消
防
設
備
の
管

理
徹
底
を
指
示
し
、
更
に
「
消
防
施
設
管

理
簿
」
を
作
成
し
送
付
し
て
い
る
。
こ
の

管
理
簿
に
基
づ
き
、
年
４
回
の
点
検
と
報

告
を
義
務
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
消
火
栓
・

防
火
水
槽
・
消
火
ホ
ー
ス
等
の
点
検
に
併

せ
、
放
水
訓
練
等
も
定
期
的
に
取
り
組
む

よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　
　

住
民
へ
の
啓
発
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に

防
災
行
政
無
線
で
住
民
へ
の
火
災
予
防
の

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

問　

火
災
を
受
け
、中
之
島
の
防
火
水
槽
未
整

備
地
域
へ
の
新
規
整
備
に
つ
い
て
、
来
年

度
以
降
の
予
算
で
速
や
か
に
対
応
可
能
か
。

村
長　

防
火
水
槽
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
小

宝
島
か
ら
も
座
談
会
で
要
望
が
出
て
い
る
。

防
火
水
槽
の
整
備
に
は
多
額
な
費
用
を
要

す
る
た
め
、
現
在
の
財
源
状
況
か
ら
す
る

と
、
単
独
事
業
は
困
難
な
た
め
、
国
庫
事

業
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

現
段
階
で
、
来
年
度
の
国
の
予
算
の
見

通
し
や
、
こ
れ
ま
で
に
控
え
て
い
る
村
の

事
業
等
を
見
る
と
、
来
年
度
中
の
新
設
は

厳
し
い
。

問　

各
島
消
防
団
の
消
火
能
力
向
上
の
た
め

に
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
考
え
は
あ
る

の
か
、
具
体
的
に
説
明
を
求
め
る
。

村
長　

能
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
「
人
」

に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
消
防
分
団
員
の

技
術
向
上
対
策
と
し
て
、
鹿
児
島
県
消
防

学
校
で
の
訓
練
や
村
内
で
の
現
地
指
導
会

を
実
施
し
研
鑽
を
積
ん
で
い
る
。

　
　

消
防
団
員
と
し
て
の
使
命
感
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
に
も
、
消
防
学
校
へ
の
入
校
、

現
地
指
導
会
へ
の
参
加
の
義
務
付
け
を
徹

底
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　

急
患
発
生
時
に
医
師
と
連
携
し
ヘ
リ
の

要
請
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
発
生
現
場

で
早
急
な
対
応
が
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　

ま
た
、
搬
送
時
に
お
け
る
診
療
所
、
消

防
団
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
が
、
対
応
は

適
切
に
出
来
て
い
る
か
。

村
長　

ヘ
リ
の
要
請
は
、
原
則
、
本
庁
か
ら

行
う
。
看
護
師
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、
平

日
の
勤
務
時
間
中
は
複
数
の
職
員
が
対
応

し
、
ス
ム
ー
ズ
な
搬
送
体
制
が
で
き
て
い

る
。
し
か
し
、
夜
間
や
休
日
は
職
員
不
在

の
た
め
、
連
絡
を
受
け
て
か
ら
本
庁
に
到

着
す
る
た
め
に
時
間
を
要
す
る
が
、
職
員

の
携
帯
か
ら
直
接
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と

が
可
能
な
た
め
、
時
間
を
大
き
く
ロ
ス
す

る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　

各
島
の
出
張
所
長
・
看
護
師
・
消
防
分

団
長
に
、
緊
急
連
絡
先
一
覧
表
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
従
い
、
急
患
発
生
時
連
絡
体
制
を

と
り
対
応
し
て
い
る
。

問　

住
民
へ
の
指
導
等
は
で
き
て
い
る
か
。

　
　

ま
た
、
緊
急
警
報
器
の
活
用
に
つ
い
て
、

使
用
方
法
の
説
明
は
し
て
い
る
の
か
。

村
長　

看
護
師
・
保
健
師
が
住
民
の
健
康
状

態
を
正
確
に
把
握
し
、
そ
の
情
報
を
医
師

に
報
告
、
住
民
に
は
早
め
の
上
鹿
を
促
し
、

病
院
で
の
早
期
受
診
を
勧
め
て
お
り
、
急

患
に
至
ら
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　
　

緊
急
警
報
器
に
つ
い
て
、
１
人
住
ま
い

の
高
齢
者
宅
へ
設
置
し
て
お
り
設
置
か
ら

６
年
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
機
器
の
動

作
に
つ
い
て
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
点
検
を

し
て
い
る
。
新
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
使
い

や
す
い
機
器
等
の
導
入
も
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
。

問　

看
護
師
の
休
日
等
の
連
絡
体
制
は
で
き

て
い
る
か
。
ま
た
、
医
療
器
具
・
医
薬
品

以
外
で
不
足
し
て
い
る
備
品
は
な
い
か
。　

　

次
に
、
看
取
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
研
修
、

指
導
は
で
き
て
い
る
の
か
伺
う
。

村
長　

看
護
師
は
、
専
用
の
携
帯
電
話
に
よ

り
、
休
日
で
も
連
絡
が
可
能
。
平
日
診
療

所
が
留
守
の
場
合
は
、
貼
り
紙
等
で
連
絡

先
を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
ま
た
、
固
定

電
話
か
ら
携
帯
電
話
へ
転
送
さ
れ
る
シ
ス

テ
ム
を
口
・
中
・
悪
・
宝
の
診
療
所
で
導

入
し
、
他
の
３
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
ワ

ン
プ
ッ
シ
ュ
で
携
帯
電
話
へ
繋
が
る
シ
ス

テ
ム
を
検
討
す
る
な
ど
休
日
等
の
連
絡
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
　

不
足
備
品
等
に
つ
い
て
は
、
急
患
に
素

早
く
対
応
が
可
能
な
医
療
器
材
・
薬
剤
等

を
収
納
す
る
救
急
バ
ッ
ク
の
購
入
を
補
正

予
算
で
計
上
し
て
い
る
。

　
　

平
成
25
年
3
月
に
「
看
取
り
事
務
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
策
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

５
例
の
看
取
り
事
例
が
あ
る
。
看
取
り
を

経
験
し
た
看
護
師
は
、
看
取
り
の
対
象
・

認
定
の
在
り
方
等
の
手
順
に
つ
い
て
十
分

な
認
識
を
持
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

他
看
護
師
に
つ
い
て
も
看
護
師
研
修
時
に

看
取
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
の
講
義
を

行
い
、
自
己
研
鑽
も
積
ん
で
い
る
。

公
共
事
業
等
の
工
期
完
了
遅
れ
に
つ
い
て

6
月
発
生
の
中
之
島
空
き
家
火
災
に
つ
い
て

急
患
搬
送
と
看
護
対
策
に
つ
い
て

一
般
質
問

永田和彦議員

日高助廣議員



07 ．H2911 H2911　　　　　　　．06

平成28年度 決算審査から

問　

問　

就
業
者
育
成
事
業
・
青
年
就
農

　
　

給
付
金
事
業
に
つ
い
て

答　

制
度
終
了
者
に
つ
い
て
は
、基
本

的
に
電
話
で
就
業
状
況
・
収
入
状

況
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い

る
。生
活
可
能
な
収
入
は
確
保
で

き
て
お
り
、困
っ
た
こ
と
は
相
談

す
る
旨
伝
え
て
い
る
。制
度
終
了

後
に
転
出
し
た
方
は
い
な
い
。

問　

定
住
関
係
に
つ
い
て

答　

漁
業
者
の
就
業
に
つ
い
て
は
、漁

業
就
業
フ
ェ
ア
に
年
２
回
参
加

し
、情
報
提
供
や
相
談
を
実
施
し

て
い
る
。29
年
度
は
平
島
の
水
産

加
工
施
設
を
絡
め
た
形
で
、農

業
・
漁
業
併
せ
て
募
集
を
行
っ
て

い
る
。

問　

中
之
島
ア
イ
ラ
ン
ド
ス
パ
整
備

　
　

事
業
に
つ
い
て

答　

6
月
か
ら
営
業
停
止
し
て
お
り
、

原
因
調
査
、協
議
を
し
て
い
る
。

井
戸
を
再
利
用
す
べ
き
か
を
含

め
て
検
討
し
て
い
る
。

問　

観
光
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

答　

最
近
の
観
光
客
の
嗜
好
が
変
わ

り
、村
と
し
て
体
験
型
観
光
を
検

討
し
て
い
る
。害
獣（
山
羊
）の
活

用
・
農
業
体
験
で
呼
び
込
む
な
ど

観
光
部
門
・
産
業
部
門
の
一
体
と

な
る
取
り
組
み
が
必
要
。

〈
教
育
委
員
会
〉

問　

海
外
派
遣
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　
　

事
業
に
つ
い
て

答　

派
遣
内
訳
は
、中
学
生
が
、教
員

の
子
供
１
名
、地
元
３
名
、高
校

生
１
名（
山
海
留
学
生
）で
あ
る
。

学
校
経
営
目
標
に
は
、「
15
の
島

立
ち
」を
念
頭
に
お
い
た
経
営
方

針
を
立
て
て
い
る
。こ
れ
ほ
ど
学

校
と
地
域
が
密
着
し
た
と
こ
ろ

も
な
い
と
感
じ
る
。地
域
と
い
い

関
係
が
結
べ
て
い
る
が
、子
ど
も

達
の
積
極
性
の
面
も
含
め
話
を

し
て
い
き
た
い
。

〈
土
木
交
通
課
〉

問　

総
合
評
価
方
式
入
札
に
つ
い
て

答　

28
年
度
よ
り
総
合
評
価
方
式
を

導
入
し
て
い
る
。技
術
点
の
高
い

業
者
が
落
札
し
や
す
い
状
況
で

あ
っ
た
が
、29
年
4
月
よ
り
、受

注
工
事
量
に
よ
っ
て
点
数
を
減

点
し
、落
札
業
者
が
偏
ら
な
い
方

式
に
変
更
し
て
い
る
。住
民
の
雇

用
・
プ
ラ
ン
ト
の
整
備
に
つ
な
が

る
方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
。

〈
特
別
会
計
〉

問　

国
保
税
の
収
入
に
つ
い
て

答　

100
％
達
成
し
た
の
も
年
度
末
直

前
と
な
っ
た
た
め
、29
年
度
は
早

い
段
階
で
対
策
を
講
じ
た
い
。

問　

荷
卸
し
の
間
違
い
に
つ
い
て

答　

改
善
策
と
し
て
、口
頭
で
は
な
く

書
面
で
の
確
認
も
行
う
よ
う
、代

理
店
に
指
導
を
し
て
い
る
。

問　

国
庫
・
県
支
出
金
に
つ
い
て

答　

27
年
度
の
申
請
額
が
地
域
支
援

事
業
の
地
域
支
え
合
い
推
進
員

を
３
名
で
申
請
し
て
い
る
。実
績

は
１
名
の
雇
用
、未
実
施
の
２
名

分
等
に
つ
い
て
は
28
年
度
で
精

算
し
て
い
る
た
め
大
幅
な
減
額

と
な
っ
て
い
る
。

問　

ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い
て

答　

島
内
の
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
は
な

い
が
、実
際
に
は
需
要
は
大
い
に

あ
る
。現
状
は
見
守
り
支
援
・
地

域
の
力
を
借
り
な
が
ら
支
援
を

行
っ
て
い
る
。今
後
生
活
支
援
が

重
要
と
な
っ
て
く
る
た
め
、今
後

の
検
討
事
項
に
な
る
と
考
え
る
。

問　

宝
島
配
水
池
タ
ン
ク
に
つ
い
て

答　

配
水
池
タ
ン
ク
の
更
新
は
、国
庫

補
助
事
業
を
活
用
し
実
施
し
て

い
る
。平
島
地
区
の
整
備
が
32
年

度
ま
で
の
見
込
み
、そ
の
後
は
中

之
島
地
区
を
計
画
し
て
い
る
。当

初
、施
設
の
状
況
や
他
島
の
事
業

進
捗
等
、見
極
め
な
が
ら
補
助
事

業
を
活
用
し
た
計
画
と
し
て
い

き
た
い
。

問　

備
品
等
に
つ
い
て

答　

水
道
関
係
の
備
品
は
取
り
ま
と

め
て
い
る
が
、各
島
へ
の
調
査
・

精
査
を
行
い
、追
加
・
補
充
等
、管

理
の
徹
底
を
図
り
た
い
。

問　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の

　
　

繰
入
金
に
つ
い
て

答　

一
般
会
計
繰
入
金
は
、特
別
会
計

内
で
係
る
事
務
費
分
と
し
て
受

け
入
れ
て
い
る
。保
険
基
盤
安
定

繰
入
金
は
保
険
料
の
軽
減
等
に

係
る
繰
入
金
。国
・
県
が
３
／
４

村
が
１
／
４
負
担
と
な
る
。農
業

所
得
等
で
保
険
料
が
増
額
に
な

れ
ば
、こ
の
部
分
が
減
額
す
る
。

〈
総
務
課
〉

問　

基
金
の
保
有
に
つ
い
て

答　

国
の
補
助
金
を
使
っ
て
造
成
し

た
基
金
に
つ
い
て
は
、毎
年
調
査

等
が
あ
る
。あ
る
程
度
基
金
を
保

有
す
る
こ
と
で
、大
型
事
業
が
あ

る
場
合
は
基
金
を
活
用
す
る
こ

と
に
な
る
。こ
こ
２
年
で
２
〜
３

億
円
減
少
し
て
お
り
必
ず
し
も

基
金
は
多
い
と
は
考
え
て
い
な

い
。基
金
の
再
編
に
つ
い
て
、行

革
等
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

収
入
未
済
対
策
に
つ
い
て

答　

住
民
税
・
村
民
税
の
現
年
度
分
は

100
％
で
、後
年
度
分
に
滞
納
繰
越

を
作
ら
な
い
こ
と
を
一
義
的
に

考
え
て
い
る
。平
等
性
を
念
頭
に

お
き
な
が
ら
徴
収
事
務
を
行
っ

て
い
る
。死
亡
者
課
税
等
に
つ
い

て
は
、不
納
欠
損
も
考
え
ら
れ
る

た
め
、そ
の
際
は
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

問　

消
火
活
動
時
の
注
意
喚
起
に
つ
い
て

答　

住
民
の
駐
車
車
両
の
呼
び
か
け

に
つ
い
て
は
、重
要
な
事
で
あ
る

た
め
、消
防
団
員
の
活
動
の
中
で

周
知
し
て
ほ
し
い
。緊
急
通
報
先

に
つ
い
て
は
、１
１
９
は
、固
定

電
話（
村
内
局
番
）で
か
け
た
場

合
は
役
場
、携
帯
電
話
の
場
合
は

鹿
児
島
市
消
防
局
に
つ
な
が
る
。

１
１
０
は
、固
定
・
携
帯
電
話
で

も
鹿
児
島
中
央
警
察
署
に
つ
な

が
る
。１
１
９
に
つ
い
て
は
、役

場
へ
の
切
り
替
え
を
業
者
と
も

検
討
し
た
い
。

問　

防
災
無
線
に
つ
い
て

答　

10
月
上
旬
か
ら
全
島
に
業
者
が

入
る
予
定
で
あ
る
た
め
、不
具
合

箇
所
を
詳
し
く
調
査
し
、改
善
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
に
つ
い
て

答　

計
画
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
状

況
で
水
面
下
で
検
討
を
行
っ
て

い
る
。故
障
が
少
な
く
利
用
し
や

す
い
方
面
で
改
善
で
き
な
い
か

考
え
て
い
る
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
レ
ッ
ツ

サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
る
が
、現

段
階
で
は
具
体
的
な
説
明
ま
で

は
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。総
務

省
と
は
国
庫
事
業
で
30
年
度
予

算
で
要
求
で
き
な
い
か
要
望
し

て
お
り
、30
年
度
か
ら
の
着
手
を

考
え
て
い
る
。

　
　
　
〈
住
民
課
〉

問　

看
取
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

答　

遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た

死
亡
診
断
書
に
つ
い
て
、Ｔ
Ｖ
会

議
を
使
っ
て
死
亡
診
断
書
を
看

護
師
が
記
載
で
き
る
よ
う
に
検

討
会
や
協
議
が
進
ん
で
い
る
。看

取
り
の
課
題
と
し
て
、看
護
師
の

１
名
体
制
、死
亡
診
断
書
、遺
体

搬
送
の
３
つ
が
あ
る
。特
に
遺
体

搬
送
が
ク
リ
ア
で
き
な
け
れ
ば

実
施
が
厳
し
い
。

問　

地
域
見
守
り
支
援
事
業
に
つ
い
て

答　

口
之
島
を
モ
デ
ル
と
し
て
常
勤

の
方
を
置
く
べ
き
で
あ
り
、同
様

な
運
用
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
。

早
々
に
現
場
の
在
り
方
を
含
め

て
検
討
し
、村
が
主
導
権
を
持
ち

な
が
ら
現
場
に
支
持
を
出
し
て

い
く
。

問　

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
整
備

　
　

事
業
に
つ
い
て

答　

29
年
度
に
悪
石
島
・
小
宝
島
を
整

備
予
定
。人
材
確
保
が
難
し
い

が
、小
宝
島
は
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
活
用
し
、悪
石
島
に
つ
い
て

も
募
集
活
動
を
進
め
る
。

　
　
　

小
学
校
の
接
続
の
た
め
の
交

流
授
業
や
高
齢
者
と
の
触
れ
合

い
を
目
的
に
ス
タ
ッ
フ
も
頑
張
っ

て
い
る
。各
園
の
質
の
統
一
の
た

め
、段
階
を
踏
ん
で
宝
島
の
よ
う

な
ス
タ
イ
ル
に
移
行
し
た
い
。

〈
地
域
振
興
課
〉

問　

収
入
未
済
対
策
に
つ
い
て

答　

収
入
未
済
の
主
な
も
の
は
住
宅

使
用
料
、産
業
振
興
資
金
・
住
宅

貸
付
資
金
の
貸
付
利
子
、県
有
雌

牛
貸
付
個
人
償
還
金
、医
薬
材
料

費
立
替
金
等
で
あ
る
。
滞
納
者

へ
、文
書
発
送
と
個
別
連
絡
で
約

束
を
取
り
付
け
、資
金
関
係
は
連

帯
保
証
人
も
含
め
、督
促
通
知
を

発
送
し
、徴
収
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　

納
税
は
勿
論
、村
営
住
宅
使
用

料
や
フ
ェ
リ
ー
の
運
賃
な
ど
滞

納
が
あ
る
方
に
は
、補
助
金
の
適

用
は
行
わ
な
い
こ
と
を
大
き
な

柱
と
し
て
お
り
、文
書
等
で
周
知

し
て
い
る
。

決算審査特別委員会　委員長 ： 田中  秀治  議員

１１９番

十島村役場

鹿児島市
消防局

固定電話
(村内局番)から

携帯電話から

１１０番

鹿児島中央
警察署

鹿児島中央
警察署

▲表中の赤字部分を「十島村役場」へ
切り替えを検討中

▲海外派遣留学生報告会集合写真
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廣
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勇

矢
野
紀
道

２２７１万円を追加し、

総額 41 億 5308 万 6 千円へ

平成 29年度
一般会計
補正予算第２号

　　台風 15 号・18 号の通過に伴い被災を受けた公共施設等の災害復旧事業、諏訪之瀬島座
礁船に係る弁護士費用や、ブロードバンド施設の故障等による復旧費用、地域おこし協力
隊（保育士）にかかる費用などを計上しています。

総務費　4,854 千円を追加
座礁船に係る弁護士費用など
　諏訪之瀬島座礁船に係る弁護士費用や
ブロードバンド施設の故障等による復旧

費用、出張所費の郵便集配委託料の増額

が主になります。

〈その他補正予算（歳出）の主なもの〉
〇  農林水産業費　1,391 千円を追加
　　・小宝島牛舎設計管理委託料など
〇  教育費　1,198 千円を追加
　　・村民体育大会食事業者委託料など
〇  予備費　2,575 千円を追加

〈平成 29年一般会計補正予算第 3号〉
10 月 22 日の衆議院議員総選挙に伴い歳入歳出ともに
14,868 千円を計上し、歳入歳出総額 41 億 6796 万円。

災害復旧費
             6,193 千円を追加
被災施設 10 箇所
　主に台風 15 号・18 号の通過に伴い被
災した公共施設等について、早期の復旧
を図るためのものです。

民生費　4,452 千円を追加
国保特会操出金など
　国保特会財政安定化支援としての増額
や、介護給付費・低所得者軽減等に係る
介護保険特会繰出金の増額。児童福祉総
務費では、地域おこし協力隊（保育士）
に係る費用の増額が主になります。

土木費
　　　2,016 千円を追加
村道台帳整備業務など
　村道台帳整備業務の委託料や、村営住
宅の修繕費の増額が主になります。
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